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人口動態理論を獲得し持続可能な社会づくりに向けての資質・能力を育成する単元開発

Ⅰ 問題の所在
2012 ࢳ 1 ఌにу表Ȩɟた国社会保障・人口ץᭉ研

究の఼߬人口にɛると，日本の人口ɂ 20¶0 にࢳ

ɂ̾ɛり3Ҿນの8¶00˥人，2110ࢳに 428¶˥人になり，

こɟから 100 Ⱥɢが国の人口ɂጙࢳ 3分の 1にɑȺນߵ

するǿާςு˧内ᩝɂ，2015 ࢳ 10 ఌ「ߵ子高ᳮ化にථ

ඨɔをかけ，50 ऻも人口ࢳ 1 И人を፟持」するጽຑ

ኍを発表し，「人口」を要なኍ目ൈにૡȥたǿこの

ᭉɂ，日本の主要なץߵ子高ᳮ化にͧうॲ༜な人口ນߵ

社会ץᭉの一つȺあるǿしたがȶて，人口学習Ⱥɂ，現

在の現象をੰ૱するだけȺɂなく，ᤈՍから現在にᒴる

ɑȺの代ᑔɗ人口のሉɗͱᏚ的・ሳ間的なࢿがり

を究していくことȺ因果関Ρをੰ૱していくᤈሌȺ人

口動態理論を獲得し，Ȱの理論をਖ਼かりに日本の持続

可能な社会に向けてどのɛうなᜓขኍが合理的かҜし

ていくૌഈをᚐȶてࢍ的資質を育てていかなけɟɃな

らないǿȰこȺ，こɟɑȺの人口学習をどのɛうに改ױ

すɟɃɛいのだɠうか，というのがኂ者のץᭉ意識Ⱥあ

るǿこういȶたץᭉ意識を持つ理ႏɂ 2点あるǿቼ一の

理ႏɂ，ࢲ成 29 版学習指導要ᬻᜓᝢ社会編፱ᝢの改ࢳ

のጽᎁ１において，「ॲ༜なߵ子高ᳮ化がɓ中Ⱥ成

ྏ社会をᣊえたਾが国にあȶてɂ，一人一人が持続可能

な社会のઆいਖ਼として，（ኂ者ᅁႩ）ρ人と社会の成長

につながる新たなΙϏを生みҋしていくことがఙशȨɟ

る」とᣖべらɟ，ɑた，社会科改のᠲにおける社会

科の成果とᝥᭉにおいて「持続可能な社会づくりのᜊ点

から地္ൌのចᝥᭉɗ地域ᝥᭉをᜓขしɛうとする態

度など，国家及び社会のढ成者として॒要な資質・能力

を育ɦȺいくことがɔらɟている」と指ଊȨɟている
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摘要

本ሟȺɂ，ࢲ成 20 成ࢲ版とࢳ 29 ᭉץߵ子高ᳮ化にͧいॲ༜な人口ນߵ，版学習指導要ᬻの比較・分析を通してࢳ

に対して，社会ច科学の成果Ⱥある人口動態理論を習得し，「持続可能な社会づくり」に向けて，合理的ҜがȺき

る資質・能力を育成することを目指した中学校社会科地理的分野の人口学習を開発したǿȰして，実験ૌഈを実ஃ・

分析し，Ȱの効性を検ᜳしたǿȰの研究成果として，͏˩ 3 点をમȥることがȺきるǿḧ日本の人口ນߵの理論を

獲得するとともに，Ȱの理論を生かして持続可能な社会づくりに向けて合理的にᜓข方ศをҜしたことɂ，地方に

ͳɓ自分たȴのץᭉとしてસえ，持続可能な社会づくりに向けての考えにᒴȶたことをᇉしたǿḨ「人口の学習」に，

持続可能な社会づくりに向けての視点をりоɟることȺ，日本のץᭉを自分の地方のץᭉとしてどうしていけɃɛ

いかと自分̜としてસえる学習活動につながȶたǿḩ̾ऻ，ᠯߵ子高ᳮ社会になり人口ນߵ社会をᣊえていくにあた

り，中学校社会科地理的分野「世界と比べた日本の地域的特色～人口の特色～」の新しい学習内߁を明ᇉし，現在の

日本の人口の特色を፤ᏣするだけȺɂなく，こɟɑȺの歴史的ጽᎁをɈɑえて因果関Ρを理ᜓし，獲得すべきകॡ的

知識ɂͷかをᇉしたǿ
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からȺあるǿࢲ成 20 版学習指導要ᬻȺɂ，ɛりɛいࢳ

社会が「持続可能な社会」ȺあることがᇉȨɟるɛうに

なȶたが２，ࢲ成 29 版学習指導要ᬻȺɂ「持続可能ࢳ

な社会」ɂ，ɛり要なキーʹードとして増えているの

Ⱥ（ᝊጯऻᣖ），̾ऻも「持続可能な社会」づくりに向

けて新たなૌഈ開発・方ศがɔらɟてくると考えらɟ

るǿቼ̝の理ႏɂ，人口学習のこɟɑȺの実践ɂ，ጕፋ

学習ᴰにጶ始しているǿ生徒にとȶてρ別的記ᣖ的知識

の習得，日ࢠ的ࢠ識的ҜにႡɑȶており，持続可能な

社会づくりのたɔの資質・能力を育成することɂᫍしい

と考えるからȺあるǿ

ɑた，「持続可能な社会づくり」のᜊ点にɛるૌഈ実

践（いɢəる ÅSÄ の視点をりоɟたもの）ɂ۹ୣ報

֖Ȩɟているが，۹くɂၥہɗ資ໃ・ɲʗルギー面の内

ɂɎとɦどらɟないǿ߁Ⱥあり，「人口」に関する内߁

社会科Ⱥɂ，こɟɑȺᤈҼ人口ץᭉ，ᤈႾᤈ߈，高ᳮ

化，ߵ子化，Ȱして上記の人口ນߵɋと，内߁を۰えな

がら長ࢳにɢたり人口学習がᚐɢɟてきたǿࢲ成 20 ࢳ

版中学校学習指導要ᬻȺの人口学習をみると，地理的分

野Ⱥのいが۾きく，ͅにу的分野Ⱥɂ៣・社会保

障ץᭉとの関連Ⱥ日本のߵ子高ᳮ化をȶているが，ࢲ

成 29 版学習指導要ᬻȺもպȫあるǿしたがȶて「持ࢳ

続可能な社会づくり」に向かうたɔの「資質・能力」の

育成を意識した単元ഫ成が॒要Ⱥあると考えらɟるǿ͏

˩に，ȧくɢȭかȺあるが，単元「世界と比べた日本の

地域的特色～人口の特色～」に関Ρするि఼の実践ɗа

ᚐ研究のץᭉを２点，ᝢ明するǿ

ḧ　ρ別的記ᣖ的知識の習得，現状ੰ૱にとどɑる

ӏ藤（2012）Ⱥɂ，「人口ʞラミッド」，「ߵ子高ᳮ社

会」，「ᤈႾ・ᤈ߈」などρ別的記ᣖ的知識を学び，現在

の日本の人口の特色を認識する「知識・੫能」の習得に

とどɑȶている
ᴱǿこのૌഈढ態が，一ᓐ的にᚐɢɟて

いるものȺあるǿなȯ，ߵ子化・高ᳮ化がᚐしたのか，

ȰのՁ因をᜓ明する学習活動がないǿɑた，人口がນߵ

していくץᭉに対して，どのɛうにᜓขしていけɃɛい

のかを考えるൡ会ɂないのȺ，持続可能な社会づくりに

向けての「資質・能力」を育成することɂȺきないǿ

Ḩ　「持続可能な社会づくり」に向けての「資質・能力」

が育成Ȩɟているのか実験ૌഈの成果の૬ᇉがない，単

元ഫ成が現実的Ⱥない

小ែ（2005）ɂ，കॡ究ټ社会ټのૌഈにɛり，人

口についてのいくつかの社会ច科学のകॡを獲得Ⱥきる

ɛうに単元ഫ成Ȩɟているᴲǿ特に人口ሉ動に着目し，

人口からみた日本の特色の因果関Ρが分かるɛうにጸみ

てらɟており，社会認識がɑるɛうになȶているǿ

Ȱして，獲得したകॡをႊい，ಏચを明ᆬにᇉして，10

ऻの日本の人口ሉ動をఝ఼̙ລȨȮるૌഈ႕になȶࢳ

ているǿしかし，п体႕のうȴቼ 3ඒのみのࠕ開しか

ᇉȨɟておらȭ，指導႕にᇉȨɟているകॡがͅのૌ

ഈにおいて，どのɛうに学び獲得ȨȮるのかが˪明ᆬȺ

あるǿɑた，実験ૌഈがなȨɟていないのȺ，ఊጶ間

におけるകॡ活ႊᤈሌにおいて，「持続可能な社会づく

り」に向けての「資質・能力」が育成Ȩɟているのかが

ᇉȨɟていないǿȰして，合 7間の単元ഫ成ɂ，現

実的にᫍしいとɢȩるを得ないǿ

ȰこȺ，本ሟȺɂ，中学校社会科地理的分野「世界と

比べた日本の地域的特色～人口の特色～」を人口動態理

論を獲得をɔȩすᤈሌȺ，持続可能な社会づくりのたɔ

の資質・能力を育成する単元に改ױし૬ᇉしたいǿȰの

上Ⱥ，ߋ山۾学᪀ࠖ中学校Ⱥの実験ૌഈのፀ果をもとに，

ૌഈ実践の成果をщ体的な生徒の姿Ⱥᇉしたいǿ

Ⅱ　「持続可能な社会づくり」について
１　ESDとは何か
「持続可能な社会」に向けて，2002 ɂࣈ日本，ࢳ

国連፱会Ⱥ「持続可能な開発のたɔの教育の 10 を「ࢳ

૬ಘし，ȨɟたᴳǿȰɟをՙけて日本Ⱥɂ，ÅSÄ

（Åäõãáôéïî  æïò  Sõóôáéîáâìå  Äåöåìïðíåîô，持続可能

な開発のたɔの教育，͏˩ ÅSÄ とႩለ）ののたɔ

2005 に国連持続可能な開発のたɔの教育のࢳ 10 関Ρࢳ

ᅁࢾ連ፅ会ឰがᜫᏚȨɟたǿȰして，「ਾが国におけるȊ国

連持続可能な開発のたɔの教育の 10 ȋ実ஃ႕（ÅSÄࢳ

実ஃ႕）」が作成Ȩɟたǿ

Ȩらに，2008 成ࢲ，ឰ会ɂߜ教育܄中，ࢳ 20 版学ࢳ

習指導要ᬻ改ױの方ᦉにおいて「持続可能な社会の実現

を目指すなど，у共的な̜ᬱに自らՎ႕していく資質ɗ

能力を育成する」ɛう指ᇉし，「持続可能な社会」のढ

成に向けてյ科目・յ分野に応ȫたりጸみの視点がᇉ

Ȩɟ，ÅSÄに対するりጸみのൡᤆが高ɑȶたᴴǿ

Ȩて，「持続可能な開発」とɂ「఼߬の世代ʕーʄを

満たす能力をૺなうことなく，現在の世代ʕーʄを満た

すɛうな社会づくり」のことを意֞するǿすなɢȴ，ၥ

を調和の˩にɔてࠕの保п，ጽຑの開発，社会の発ہ

いくことȺあるǿ「持続可能な開発」のたɔにɂ，一人

一人が世界の人ȁɗ఼߬世代，ɑたၥہとの関Ρ性の中

Ⱥ生きていることを認識し，ᚐ動を۰ᬆすることが॒要

とȨɟており，Ȱのたɔの教育がÅSÄȺあるᴵǿ

Ȩらに 2015 ࢳ 9 ఌに国連ȺȨɟた持続可能な開

発のたɔの 2030 アジɱンʊ ɂ，開発ᣩ上国の開発に関

するᝥᭉにとどɑらȭ， 世界п体のጽຑ，社会及びၥہ

の˧ϫ面を，˪可分のものとして調和ȨȮるፋ合的ጸ

として作成Ȩɟたǿこのɛうな性質上，2030 アジɱン

ʊɂ，а国と開発ᣩ上国が共にりጸɓべき国᪨社会

п体のௐᤇ的な目ൈとしてȨɟ，Ȱの中に持続可能

な開発目ൈ（ᵐᵁᵄᵰ）として 17 のɾール（目ൈ）と 

1¶9 のターɼットがૡȥらɟているᴶǿ

  

２　ＥＳＤの目標
ᵂᵐᵁの目ൈɂ，Ȋਾが国における「国連持続可能な
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開発のたɔの教育の 10 実ஃ႕（ÅSÄ「ࢳ 実ஃ႕）ȋ

にɛると，すべての人が質の高い教育のঐ恵を̰ՙし，

ɑた，持続可能な開発のたɔにɔらɟるՁҬ，ΙϏᜊ

及びᚐ動が，あらəる教育ɗ学びの場にりᣅɑɟ，ၥ

ጽຑ，社会の面において持続可能な఼߬が実現Ⱥき，ہ

るɛうなᚐ動の۰ᬆをもたらすことȺあり，Ȱのፀ果と

して持続可能な社会ɋの۰ᬆを実現することȺある 10ǿ

３　ＥＳＤの範囲
ᵂᵐᵁɂ，ၥہ，ɲʗルギー，᩻ད，生物۹റ性，

ψ۰動，国᪨理ᜓ，世界ᤤႇɗ地域の文化等など۹ࠢに

ɢたる 11ǿこの中に，本研究が૬ಘする「人口」のകॡ

ɂᇉȨɟていないǿしかし，志村（2011）ɂ，ÅSÄ ɂ

ၥہ・ጽຑ・社会の 3 ඒ元をӿજした開発കॡȺあり，

自ུၥہだけȺなく社会ၥہをもֆɔることが॒要Ⱥあ

ること，ɑた，ÅSÄ として考えらɟていない単元Ⱥも

効果的な ÅSÄ 地理ૌഈとなることもᣖべている 12ǿɑ

た，中山（2011）ɂ，持続可能な社会のഫኳのたɔにɂ

ၥہ保пを視して考えるというᅾ小化Ȩɟた考え方に

とらɢɟるべきȺɂないと指ଊしている13ǿしたがȶて，

「持続可能な社会づくり」に向けてᝥᭉになȶている内

くओ力的にસえࢿࢥをҋし，特ް分野に᪅ްȮȭに߁

ていく॒要があると考えるǿ

４　「持続可能な社会づくり」の構成概念
「持続可能な社会づくり」に向けて，「持続可能な社会」

がどのɛうな要ጨ（ഫ成കॡ）から成りつのかを明ら

かにする॒要があるǿȰこȺ，「ɢが国におけるȊ国連

持続可能な開発のたɔの教育の 10 ，ȋ実ஃ႕」Ⱥɂࢳ

持続可能性の基礎として，「世代間のуࢲ」「地域間のу

のہၥ」「៥ٌҭນ」「߁ߑ社会的」「等ࢲ間のܤ႒」「ࢲ

保пと回े」「ུۿ資ໃの保п」「у正Ⱥࢲ和な社会」が

ᇉȨɟているǿ本ሟȺɂ，このഫ成കॡをՎ考にして，

特に人口ץᭉを「世代間のуࢲ」「地域間のуࢲ」「社会

的߁ߑ」のഫ成കॡを満たす合理的ҜがȺきているか

どうかを成果としてていきたいと考えるǿ

５　「持続可能な社会づくり」の学習指導要領上の位置
付け
成ࢲ 20 成ࢲ版学習指導要ᬻからࢳ 29 版学習指導要ࢳ

ᬻに改Ȩɟ，「持続可能な社会」の考え方ɂどのɛう

にՕȨɟ，どのɛうに۰化したのかǿ表 1ɂ，小学校

と中学校におけるࢲ成 20 成ࢲ版とࢳ 29 版の学習指導ࢳ

要ᬻとպᜓᝢにおける「持続可能な社会」の記ᢐ件ୣȺ

あるǿ中学校学習指導要ᬻ（社会科）及びպᜓᝢ社会編

において，ࢲ成 20 成ࢲ版からࢳ 29 版において，記ᢐࢳ

件ୣがጙ 3 ς͏上増ӏしていることが分かるǿȨらに，

аにᝢ明したこ持続可能な開発目ൈ（ᵐᵁᵄᵰ）が 3ɵ

ᣜӏȨɟているǿこɟらから，小学校ɛり中学校にお

いて，「持続可能な社会づくり」に向けて，ᵂᵐᵁの

がɛりఙशȨɟていることの表ɟȺあるとえるǿ

小学校 中学校

指
導
要
領

成ࢲ 20 度ࢳ ᴭ ２

成ࢲ 29 度ࢳ ᴭ ᴴ

同
解
説

成ࢲ 20 度ࢳ ᴳ 14

成ࢲ 29 度ࢳ ᴱ
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า１：小・中Ȱɟȱɟの学習指導要ᬻおɛびȰのᜓᝢにおける

「持続可能（な社会）」の語のΈႊኙୣ（単ጠҋ現回ୣ）

า２：中学校学習指導要ᬻᜓᝢ社会編にɂ，「SÄÇó」がᴰ回新

ҋしているǿ

表１　平成20年版と平成29年版学習指導要領（社会科）
と同解説社会編における「持続可能な社会」の記載件数

６　「持続可能な社会づくり」に関する内容を中心とし
た新学習指導要領のカリキュラム構造
ᦣజ（2011）ɂ，「新学習指導要ᬻにおける社会科，

地理歴史科・у科のɵリキʯラʪഫᣲを検討し，社会

科ɂ「持続可能な社会」の実現を究の目ൈとして，ѓ

編成Ȩɟなくてɂならないǿ」とᣖべている 14ǿࢲ成 20

版中学校学習指導要ᬻᜓᝢ社会編Ⱥɂ，у的分野のࢳ

ఊጶɑとɔ単元として「持続可能な社会をढ成するとい

うᜊ点から，ᇹたȴがɛりɛい社会をኳいていくたɔに

ᜓขすべきᝥᭉを究ȨȮ，自分の考えをɑとɔȨȮる」

活動がᜫްȨɟ，社会科п体の፱ɑとɔとして「持続可

能な社会」のありറについて究する活動がおかɟるこ

とになȶたǿしかし，ࢲ成 20 版中学校学習指導要ᬻࢳ

社会編において「持続可能な開発のたɔの教育」（ÅSÄ）

として考えらɟているのɂ，َ１の通り，「у的分野

¨4© ᇹたȴと国᪨社会のចᝥᭉ　イ　ɛりɛい社会を目

指して」と「地理的分野（2）日本のറȁな地域ウᴫ日

本のច地域」の２ɵだけȺあȶた（َ 1）ǿ一方，ࢲ

成 29 َ，版学習指導要ᬻȺɂࢳ 2 の通り，「ᴿ世界のറȁ

な地域（2）世界のច地域」，「ᵀ日本のറȁな地域（4）

地域の在り方」，「ᴿᇹたȴとጽຑ ¨4© 国生活とࣈの

मҾ」，「ᵁᇹたȴと国᪨社会のចᝥᭉ ¨1© 世界ࢲ和と人

᭒のᇩᇐの増۾」の 4ɵが新たにӏɢり合 ¶ɵに

なȶたǿしたがȶて，「持続可能な社会づくり」に向け

ての資質・能力をɛり一࠙高ɔらɟるɛうになȶたと考

えらɟるǿただ，こɟȺԚ分だとえるのだɠうかǿኂ

者ɂ，このɛうなɵリキʯラʪȺɂ「持続可能な社会づ

くり」の実現を目指すことɂȺきないと考えるǿ理ႏを

͏˩にᣖべるǿߵ子高ᳮ化にͧうॲ༜な人口ນץߵᭉǿ

2011 དがᠭこり自ུད害に対する᩻དの۾ూ日本ࢳ

ᭉǿこɟらץᭉɗՁ子力発̜にɛるɲʗルギーץ

のɛうに，こɟɑȺጽ験したことのないɛうなץᭉにᄽ

面するɛうになȶてきたǿаのえない社会の中Ⱥ，ఝ

知のץᭉをᜓขし，ɛりɛい社会をढ成するたɔの能力
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図２　筆者が考える「持続可能な社会づくり」に関する内容を中心とした平成29年度版学習指導要領のカリキュラム構造
ᦣజः「持続可能な社会」のたɔの教育に向けて」日本社会科教育学会Ȋ社会科教育研究ȋNï®113，2011ࢳ，ð¶5をՎ考にኂ者作成

図１　「持続可能な社会」に関する内容を中心とした平成 20 年度版学習指導要領のカリキュラム構造（小学校・中学
校社会科部分のみ）
ᦣజः「持続可能な社会」のたɔの教育に向けて」日本社会科教育学会Ȋ社会科教育研究ȋNï®113，2011ࢳ，ð¶5をՎ考にኂ者作成
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人口動態理論を獲得し持続可能な社会づくりに向けての資質・能力を育成する単元開発

Ȩɟてこなかȶたǿしかし，ࢲ成 20 版学習指導要ᬻࢳ

Ⱥɂ，ɛりɛい社会が「持続可能な社会」Ⱥあることが

ᇉȨɟるɛうになり，社会科の目ൈが「持続可能な社会

づくり」に៤စȺきる資質・能力を育成することになȶ

たといえるǿࢲ成 29 版学習指導要ᬻȺɂ，ҰᬱȺᝢࢳ

明したとおり，「持続可能な社会づくり」を実現してい

く資質・能力の育成がɛり一࠙要視Ȩɟているǿこの

ことが，社会科の本質Ⱥあるࢍ的資質の育成にもつな

がると考えらɟる 1¶ǿしたがȶて，本ሟȺɂ「資質・能力」

を「持続可能な社会づくりに向けて，社会ץᭉのᜓขኍ

について合理的にҜȺきる」とްᏲづけるǿȺɂ，「持

続可能な社会づくりに向けて，社会ץᭉのᜓขኍについ

て合理的にҜȺきる」ɛうにするたɔに，どのɛうな

学習が効なのか，ඒᬱȺᇉしていきたいǿ

Ⅳ　「世界と比べた日本の地域的特色～人口
の特色～」における新しく提案する学習内容
１　人口をとらえる理論（概念）
この単元ɂ，中学校学習指導要ᬻの地理的分野の۾ᬱ

目（２）イ ¨ r ©「世界的視野から日本の人口と人口߈度，

子高ᳮ化のᝥᭉを理ᜓȨȮるとともに，国内の人口分ߵ

ᭉをり上ȥ，日本の人口に関する特ץ߈ᤈႾ・ᤈ，ࢎ

色を۾ᜊȨȮる」ことȺ，人口の面から日本の地域的特

色を理ᜓȨȮることをɀらいとしているǿ日本Ⱥႊいる

人口学ɂ，ढࣻ人口学を中॑として֚ᣃにጽຑ人口学，

社会人口学，生物人口学，治人口学，歴史人口学があ

るǿこɟら社会学の本単元Ⱥ獲得ȨȮたい研究成果を基

に人口という۰動する社会を認識していくǿ͏˩に，Ȱ

の理論をᇉすǿ人口ɂ，َ 4のɛうに「人口۰動の 3要

ጨ（ҋ生・ඳ̪・ሉ動（ᢆо・ᢆҋ））」17 にɛり増ӏし

たりນߵしたりすることの認識が॒要ȺあるǿȰして，

この「人口۰動の 3 要ጨ」ɂ，人口ഫᣲ（႒ࢳ，ܤᳮ，

ᥓϭ関Ρ，教育ሌ度，

әЄ力状態，߿ഈ上の

地ͱ，ႇഈ，ᐳഈ等）

の影響をՙけるǿこの

人口ഫᣲをもȶともъ

，的に表したものɂټ

႒ࢳ・ܤᳮ別にഫ成し

た「人口ʞラミッド」

- 6 -
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図 4　人口変動の 3要素

を育成しなけɟɃならないǿしたがȶて，ߵ子高ᳮ社会

Ⱥの人口ນץߵᭉに۾きく関Ρする「人口の特色」の単

元ɗ，資ໃ・ɲʗルギーץᭉに۾きく関Ρする「資ໃ・

ɲʗルギーとႇഈ」の単元を，「持続可能な社会づくり」

に向けて，「持続可能な開発のたɔの教育」（ÅSÄ）の

視点Ⱥ考えていかなけɟɃならないǿしたがȶて，ኂ者

ɂ，َ 2 のɛうに地理的分野において「人口の特色」と「資

ໃ・ɲʗルギーとႇഈ」をͅの地理的分野の単元に˶ᚐ

してጸみᣅɓɛうにɵリキʯラʪを編成するべきȺある

と考えるǿ地理的分野Ⱥ人口面から「持続可能な社会づ

くり」の対ኍを考える学習をするǿȰして，Ȱの学習を

ᡍɑえることȺ，「ᴿᇹたȴとጽຑ ¨4© 国生活とࣈ

のमҾ」において「៣及びሀሎのमҾについて，៣ໃ

のᆬ保とᥓ分というᜊ点から，៣の現状ɗߵ子高ᳮ社

会など現代社会の特色をᡍɑえて，៣の持続可能性と

関連͇けて考察する」ことがɛりい学びにつながるǿ

ɑた，地理的分野Ⱥ資ໃ・ɲʗルギー面から「持続可能

な社会づくり」の対ኍを考える学習をするǿȰして，Ȱ

の学習をᡍɑえることȺ，「ᵁᇹたȴと国᪨社会のចᝥ

ᭉ ¨1© 世界ࢲ和と人᭒のᇩᇐの増۾」において，「ᵐᵁ

ᵄᵰに᜔ɟながら，対と合意，効လとу正，Ԧ調，持

続可能性などに着目したり関連͇けたりして，国᪨社会

に関するറȁな̜象などを理ᜓし，国᪨社会のᝥᭉをの

ᜓขに向けて۹面的・۹ᜏ的に考察，ഫする」ことが

ɛりい学びにつながるǿこのɛうに「人口の特色」ɗ

「資ໃ・ɲʗルギーとႇഈ」をᵂᵐᵁの視点Ⱥ学習して

いくことȺ地理的分野とу的分野のጕፋ性も生ɑɟる

と考えるǿ本ሟȺɂ，特に「人口の特色」にา目し，「持

続可能な社会づくり」に向けての資質・能力を育成する

たɔに，どのɛうに単元をഫ成すɟɃɛいか૬ಘしてい

きたいǿ

Ⅲ　本稿における「資質・能力」の定義
「資質・能力」とɂ，中܄教育ߜឰ会ኌ႑において，

教育ᝥሌп体を通して育成を目指すものȺあり，「生き

る力」をɛりщ体化し，˧ つの౸に理したものȺあるǿ

Ȱの˧つとɂ，َ 3にあるɛうに，ア「ͷを理ᜓしてい

るか，ͷがȺきるか（生きてЄく「知識・੫能」の習得）」，

イ「理ᜓしていること・ȺきることをどうΈうか（ఝ知

の状況にも対応Ⱥきる「९考力・Ҝ力・表現力」の育

成）」，ウ「どのɛうに社会・世界と関ɢり，ɛりɛい人

生をᣞるか（学びを人生ɗ社会に生かȰうとする「学び

に向かう力・人間性等」の養）」Ⱥある15ǿこのɛうに「資

質・能力」ɂ，ࢿࢥいものなのȺ，本ሟȺɂ「新しい

代にɔらɟる資質・能力」として，「ͷがȺきるɛう

になるか」という視点Ⱥあるሌ度ፄりᣅみްᏲづけたいǿ

成ࢲ 10 ，版学習指導要ᬻȺɂ，社会科の目ൈとしてࢳ

ɛりɛい社会のढ成に߆˫する能力の育成が記ᣖȨɟて

きたが，ɛりɛい社会がどのɛうな社会Ⱥあるかɂ明ᇉ
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Ⱥあるǿႇบ国の「人

口ʞラミッド」をる

と，20 代から 40 代の

႒性人口が۹く特Ⴑな

ढをしている（َ 5）ǿ

こɟɂ，外国人әЄ者

をՙけоɟてጽຑが成

している社会をᇉし

ており，「人口۰動の 3

要ጨ」の「ሉ動」を認

識することがȺきるǿ

ඒに社会が近代化しጽຑ的に豊かになると，なȯ۹ႇ

۹ඳから۹ႇߵඳ，ߵႇߵඳɋと۰化していくのかをᝢ

明するך一の人口理論が「人口ᢆ૰論」18 Ⱥある（َ ¶）ǿ

人口動態の۰化ɂ，ጽຑ社会の発ࠕにͧい，۹ႇ۹ඳか

ら۹ႇߵඳをጽて，ɗがてߵႇߵඳにᒴるᤈሌをᇉすǿ

Ȱのቼ 1段階ɂ，ҋ生လもඳ̪လも高水ໄにあるͲ発ࠕ

段階Ⱥあるǿͤፋ的ᣁഈ社会Ⱥɂඳ̪လが高く，ɑた᭦

ᮈ，გ，̚等のたɔに人口の動向ɂ˪ާްȺあるǿ

この状態Ⱥᣁഈ社会を支えていくたɔにɂ，۾家族を॒

要とし高いҋ生လが፟持Ȩɟるǿɑた，ޭ教ɗ社会Ҥ度

などにɛȶて高ҋ生လが፟持ȨɟることもあるǿȰのፀ

果，近代化Ұの社会Ⱥɂ，۰動する高ඳ̪လとௐᤇ的な

高水ໄのҋ生လにɛり，人口増ӏの۰動ɂ۾きいものの，

٫的にɂ人口増ӏလɂͲい状態にあるǿቼࢲ 2 段階ɂ，

ҋ生လɂΗུとして高水ໄにあるがඳ̪လがॲᣱにͲ˩

する段階Ⱥあるǿ᥆ࢍ化・ࡾഈ化がࠕし，Ȩらにуᚏ

ᚖ生及びԗჵ水ໄも発ࠕすることにɛȶて，高いඳ̪လ

が़ȁにͲ˩を始ɔるǿしかし，ҋ生လɂ，ඳ̪လとᤏȶ

て，外的۰化にɛȶてᄽȴにՕ応するʫɵʕʄʪを持ȶ

ていないたɔ，高水ໄのɑɑ፟持Ȩɟ，ඳ̪လͲ˩にͧȶ

て，ȰɟɑȺጽ験したことのない人口増ӏがもたらȨɟ

るǿቼ 3段階にоると，ҋ生လもඳ̪လをᣜ᪢してॲᣱ

にͲ˩し，ҋ生လ，ඳ̪လともͲ水ໄにᤎしてާް化す

るǿҋ生လがͲ˩する理ႏとして，̓ࢺ児ඳ̪လのͲ˩

にɛりҋ生ୣをນらしても家族・社会のސ続が可能とな

ること，子Ζの養育ɽストの増ܤ，۾性の自化などが

મȥらɟるǿ日本Ⱥɂ，明治፟新͏Ұが۹ႇ۹ඳ，明治

からல和 30 ඳ，ல和ߵ代ԡɃɑȺが۹ႇࢳ 30 代ԡɃࢳ

͏᪃がߵႇߵඳの段階Ⱥあると考えらɟているǿ

２　日本の人口の変遷
日本の人口の歴史ɂ，इ生代ɂጙ ¶0 ˥人，奈ᓦ

代ɂጙ 450 ˥人，ާࢲ代ɂ ¶50 ˥人，ᨌ倉代ɂጙ

800 ˥人，江ੑ代ɂጙ 3，000 ˥人，明治代ɂጙ 4，

000 ˥人のɛうに増ӏしている 19ǿこのɛうにして増え

続けた人口が，2008 にࢳ 1 И 2，808 ˥人ʞークをᣊえ

ນり始ɔるという歴史上қɔてのࠕ開になȶたǿ2012

ࢳ 1 ఌにу表Ȩɟた国社会保障・人口ץᭉ研究の߬

఼人口にɛると，日本の人口ɂ 20¶0 にɂ̾ɛりࢳ

3 Ҿນの 8¶00 ˥人，2110 にࢳ 428¶ ˥人になるǿ2015

の人口ɂ，1ࢳ И 2711 ˥人（15 ，国ӯ調査）なのȺࢳ

こɟから 100 Ⱥɢが国の人口ɂጙࢳ 3分の 1 にɑȺນߵ

するǿこɟɎど۾きな人口の۰化ɂᇹたȴの௨らす日本

のጽຑ・社会に۾きな影響を˫えるにᤏいないǿާςு

˧内ᩝɂ，2015 ࢳ 10 ఌ「アʣʘミクスቼ 2 スʐージ」

Ⱥ「ߵ子高ᳮ化にථඨɔをかけ，50 ऻも人口ࢳ 1 И人

を፟持」するጽຑኍを発表し，「人口」を要なኍ

目ൈにૡȥたǿऻқɔてࣈが「ఖҋ生လ 1®8」の

ୣϏ目ൈをૡȥ，Ұのߋ国ऐчኍの一៩として૬ᇉ

Ȩɟた「ႇɔɛɗȮɛ」のスローɶンが連Ȩɟ，人ȁ

のՕ発をગく恐ɟがあるǿしかし，ȰのՕ発のリスクを

考ਁしてもୣϏとして発表Ȯȩるを得ないɎど日本のߵ

子化ɂఊጶࠈ面にɑȺᣜいᣅɑɟていると考えらɟるǿ

したがȶて，この人口ນߵなど人口に関するץᭉɂ，日

本の主要な社会ץᭉの一つȺあるǿɑた，日本п体とし

てɂ人口ນߵ社会にоȶているものの，世界的にɂ人口

がॲ増しているǿ日本国内Ⱥも，人口ሉ動にɛり高ᳮ者

の۹い地域もあɟɃ，ᔌ者の۹い地域もあるǿ世界ɗ日

本国内の人口ഫ成ɂ地域にɛȶてറȁȺあり，Ȱɟȱɟ

の地域の状況をՕしているǿ

３　日本の人口の特色
日本の地域的特色を表す人口ץᭉにɂ，ḧߵ子高ᳮ化

にɛる人口ນߵ，Ḩూ̱一ᪿ中にɛるᤈႾ・ᤈ߈の２

つがમȥらɟるǿḧɂ，上記Ⱥᝢ明した「人口ᢆ૰論」

（َ ¶）にɛるものȺあるǿただ，日本ɂͅの国ȁと比

べてॲᣱにߵ子化と高ᳮ化がɦだ国になȶているǿこ

ɟɂ，Ḩが関ΡしているǿḨɂ，高度ጽຑ成長代から

ూ̱に۾学ɗ͙ഈがᪿ中し，地方からᔌい世代が۾ᦀに

ሉ動してきているたɔȺあるǿȰのたɔ地方ȺɂᤈႾ化

がみ，ߵ子高ᳮ化になȶているǿ一方，˧۾᥆ٚࢍに

ɂ，ᔌい世代の۾ᦀሉ動にɛりᤈ߈化がɓことになȶ

たǿ通ӱ・通学のɗʚスのຉ᫆，̬通ດໞ，ɾミ

足から地Ιの高ᮻ，᤻外ʕʯータウンから˪ޤᭉ，ͳץ

の長間通ӱなど۹くの᥆ץࢍᭉが発生したǿ˧۾᥆ࢍ

ٚȺも特にూ̱に人口が一ᪿ中し，᥆ץࢍᭉをম化Ȩ

ȮたǿȰの᥆ץࢍᭉのたɔに，家が高くなりާ॑して

家族が௨らすにɂアʛートの部ࠎɂい，शൡ児がп

国Ⱥఊも۹くなる，᤻外にҋた場合ɂ長間通ӱのたɔ

共Єきもᫍしくなる，とりɢけ地方ҋᡵ者ɂᜆの支援も

図 5　産油国の人口ピラミッド
資料②より
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ՙけらɟないのȺ育児ၥہがমく，ూ̱のҋ生လɂ 1®13

とп国ఊͲȺあるǿしたがȶて，ᔌい世代（生ႇࢳᳮ人

口）が一ᪿ中Ⱥూ̱にᪿɑȶているのȺ，地方ɂᤈႾ

化Ⱥߵ子高ᳮ化がみ人口がນߵしているǿూ̱Ⱥɂ，

ూ̱一ᪿ中にɛり，ᔌい世代がሉ動しސ在しながらも

ᤈ߈にɛる᥆ץࢍᭉからፀݢしてもҋႇɗ育児をしにく

いၥہȺあることからߵ子高ᳮ化がみ人口がນߵして

いるǿこのɛうに，地方の人口ນߵと˧۾᥆ٚࢍ（特に

ూ̱ٚ）の人口ນߵの̝ഫᣲが，世界と比べて日本の

をӏᣱȨȮたՁ因Ⱥあり，「人口ߵ子高ᳮ化・人口ນߵ

のブラック ʥール化現象」20 しているとえる（َ 7）ǿ 

こɟらのᝢ明ɛり本単元Ⱥ獲得ȨȮたいകॡɂ，「人

口۰動の 3要ጨ」，「近代社会にɓと۹ႇ۹ඳからߵႇ

ඳɋ۰化していく人口ᢆ૰論」，「ూ̱一ᪿ中にɛるߵ

人口のブラックʥール化現象」のᴰつȺあるǿ日本の人

口の特色をただᜁえるのȺɂなく，上記の理論をᡵに͇

かȮることȺ，ఝ఼に生かȮる対ኍを考え，「持続可能

な社会づくりに向けて，社会ץᭉのᜓขኍについて合理

的にҜȺきる」資質・能力の育成につなȥていきたい

と考えているǿこɟɑȺの主張から，ኂ者が૬ಘする人

口学習のʬʑルَɂ，َ 8のɛうになると考えるǿ学習

指導要ᬻȺɂ，R のみの学習がɔらɟているǿしかし，

ȰɟȺɂ，持続可能な社会づくりに向けての資質・能力

を育成することɂȺきないし，َ 2Ⱥᝢ明しているɛう

に持続可能な社会づくりに向けて，地理的分野からу

的分野ɋのጕፋ化がَɟないǿしたがȶて，ᵁの人口動

態理論を基にしてᴿを学習し，Ȩらにᴾとᵀの学習をᜫ

ްすることȺ，持続可能な社会づくりに向かう資質・能

力の育成につながると考えるǿ

Ⅴ　単元「世界と比べた日本の地域的特色～
人口の特色～」の開発
１　単元構成の論理
「持続可能な社会づくりに向けて，社会ץᭉのᜓขኍ

について合理的にҜ」するたɔにɂ，ɛりɛい社会の

方ศを主体的Ӂᣲ的に考えていく॒要があるǿこɟらを

満たす学習方ศとして，本単元Ⱥɂ，ࠥ﨑ձ（ߋ山

している「͑ᝢւ֞学習」をᜫްするכ学）が૬۾ 21ǿ

「͑ᝢւ֞学習」とɂ，「子どもが教育内߁に関ɢる自

らのץᭉをᜫްするとともに，ץᭉに対するಏચある

͑ᝢをᜫްし，子ども自ᡵが，Ȱの正छ性・合理性を

ρのϫと社会のϫの˵面からւ֞するᤈሌを保障する学

習」Ⱥあるǿ生徒ɂ，学習対象がщ体的Ⱥρ別的な対象

Ⱥあȶてɂȫɔて，͑ᝢをᜫްすることがȺきるǿただ

し，Ȱの場合，生徒ɂρ人のϫから͑ᝢをᜫްすること

となり，教࢙の指導なく͑ᝢをւ֞してもࢠ識的認識に

とどɑることとなるǿȰこȺ，ɑȭቼ一にこの学習Ⱥɂ，

社会シスʐʪのϫから͑ᝢをւ֞するᤈሌを導оするこ

とにɛȶて，視点のᢆ૰をَることをɀらȶているǿɑ

た，「͑ᝢւ֞学習」にɛるૌഈづくりのቼ̝のɀらいɂ，

生徒が地域の̜象理ᜓにとどɑることなく，地域の特色

を社会シスʐʪとしてᜓ釈し，ɛりᓦいシスʐʪを主体

的Ӂᣲ的に考えることにあるǿ「͑ᝢւ֞学習」にɛる

ૌഈづくりȺɂ，ρ人をᠯえた社会シスʐʪȰのものを

認識対象とし，生徒にシスʐʪȰのものを正しいものと

してՙ߁ȨȮるのȺɂなく，なȯȰのɛうなシスʐʪと

なȶているのかഫᣲのᜓ明をᚐɢȮたり，Ȱのシスʐʪ

のᑔɗՁ因をらȮ，ץᭉ点を明らかにȨȮたりするǿ

ȰこȺ，ૌഈɂ，ՁҬとして「ρ人のϫから͑ᝢをᜫް

するᤈሌ」と「社会シスʐʪのϫから͑ᝢをւ֞するᤈ

ሌ」と「͑ᝢを修正・ѓᜫްするᤈሌ」の 3 段階ഫ成と

なるǿ本単元におけるഫ成論理ɂ͏˩のɛうになると考

えるǿ

- 7 -
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図 8　人口動態理論を生かした人口学習のモデル図



ᴪ ¶¶ ᴪ

①「個人の側から仮説を設定する過程」
ɑȭɂȫɔに，ץᭉੰ૱の場面Ⱥあるǿ地方ɂ，ᔌい

世代が᥆ٚࢍにํҋ（ሉ動）するのȺ，ᤈႾがみߵ子

高ᳮ化になȶていることを認識しているのȺ，「人口ʞ

ラミッド」ɂ高ᳮ者のҾ合がɛり۹いつぼټになること

ɂ̙ȺきるǿȰこȺ，地方のᔌい世代の主なํҋаȺ

あるూ̱۾᥆ٚࢍの「人口ʞラミッド（つぼټ）」（َ 9）

を૬ᇉするǿూ̱۾᥆

ɂ，ᔌい世代が۹ٚࢍ

くᪿɑるのȺछུ子ど

もも۹くいると̙す

るのȺ，ۢߋ山ټかつ

りがɀټの「人口ʞラ

ミッド」を̙してい

た生徒ɂ，「ూ̱۾᥆

ɂ，п国から۹くٚࢍ

のᔌ者がሉ動してきて

いるのに，なȯߵ子化

がɓのか」というჀ

を持つǿ生徒が知的ץ

好॑܋を持ȴ，「なȯ」というჀץを持つことが要Ⱥ

あるǿ

ඒに，͑ᝢᜫްの場面Ⱥあるǿ学習ᝥᭉ「ూ̱۾᥆ࢍ

ٚɂ，п国から۹くのᔌ者がሉ動してきているのに，な

ȯߵ子化がɓのか」に対して，ρの視点から͑ᝢをᜫ

ްしɗすいɛうに，発ץ 20「もし，あなたがూ̱の中

॑部に߿ᐳしていて，ፀݢしたらどのɛうなことにٌる

だɠうか」とץい，९いつきの̙ɗ主ᜊ的な内߁のも

のも߁認するǿ

②「社会システムの側から仮説を吟味する過程」
ここȺɂ，͑ᝢのಏચを資୳ȺᆬかɔȨȮたり，͑ᝢ

の社会的意֞を考えȨȮたりすることにɛȶて，「人口

のブラックʥール化現象」を認識ȨȮ，͑ᝢの質的向上

をَるǿూ̱のᠯͲҋ生လをᤈ߈から生ȫる᥆ץࢍᭉの

影響からւ֞していくことȺ，地方のߵ子化と᥆ࢍのߵ

子化の̝ഫᣲが，人口ນߵをӏᣱȨȮたՁ因Ⱥあるこ

とが明らかになるǿこのɛうな「社会シスʐʪのϫから

の視点」Ⱥ͑ᝢをւ֞ȨȮたऻ，もう一度，発ץ 30「もし，

あなたがూ̱の中॑部に߿ᐳしていて，ፀݢしたらどの

ɛうなことにٌるだɠうか」とץうǿすると，ただの९

いつきɗ主ᜊ的が۹かȶた「ρ人のϫからの͑ᝢ」ɂ，「社

会シスʐʪのϫからの視点」をᡍɑえた理論になȶてい

るȺあɠうǿ

③「仮説を修正・再設定する過程」
Ḩ「社会シスʐʪのϫからの͑ᝢをւ֞するᤈሌ」に

おいて，「人口۰動の 3 要ጨ」のうȴ，地方のᔌ者が۾

᥆ٚࢍにํҋしている（ሉ動），ూ̱۾᥆ٚࢍの育児ၥ

のমȨ（ҋ生），Ȱの̝つから「人口のブラックʥーہ

ル化現象」をᜓする社会シスʐʪのഫኳが要Ⱥある

ことɂ͇いているǿ発ץ 子化を᭥いඨɔるたߵ」32

ɔにどのɛうにᜓขすɟɃɛいのだɠうか」というץい

Ⱥ，人口動態理論をもとにఊጶ的に持続可能な社会づく

りに向けてᝥᭉをᜓขするたɔの方ศを考えていɟɃ，

合理的にҜすることがȺきたといえるだɠうǿ

２　単元目標
ǲ　人口の歴史に着目しながら，人口からた日本の

地域的特色に関॑を高ɔるとともに，持続可能な社

会づくりのᝥᭉᜓขに向けて意ඕ的にᣜ究しɛうと

しているǿ　　　　　Ȍ学びに向かう力，人間性等ȍ

ǲ　日本の人口ץᭉを通して，人口面からた日本の

地域的特色を，َࣻ化して自分のᕹȺᝢ明するこ

とがȺきるǿ　　　　Ȍ९考力，Ҝ力，表現力等ȍ

ǲ　日本の人口ץᭉを通して，持続可能な社会づくり

に向けてのᜓขኍを合理的にҜをすることがȺき

るǿ　　　　　　　　Ȍ९考力，Ҝ力，表現力等ȍ

ǲ　人口のʫɵʕʄʪɗ日本の人口の۰化ɗ人口のນ

に関して，本文ɗ資୳から読みり，日本の人口ߵ

のඬみと，日本の人口の地域的特色を理ᜓしているǿ

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ȍ知識・੫能ȍ

・ɢが国の人口۰動の 3 要ጨ（ҋ生，ඳ̪，ሉ動）

・近代社会にɓと۹ႇ۹ඳからߵႇߵඳɋ۰化し

ていく人口ᢆ૰論

・ూ̱一ᪿ中にɛる人口のブラックʥール化現象

にͧう人口ນߵ

図 9　東京大都市圏の人口ピラ
ミッド

     　　資料②より

３　学習指導過程
ᤈሌ 教࢙にɛる発ץ・指ᇉ ఙशȨɟる生徒のՕ応・獲得ȨȮたい知識കॡ

ቼ１ඒ

世界の人口

分ࢎについ

ての̜実認

識

１　なȯ世界の人口ɂ，増ӏしたのだɠうかǿ

２　世界の人口߈度にɂ，どのɛうな特色があるだɠ

うかǿ資୳ḧ

ᴰ　յ国の人口ഫ成ɂ，ͷをたらɛいだɠうかǿɑ

た，どのɛうなढがあるのだɠうかǿどのɛうな特

ौがあるのだɠうかǿ

　　　　　　　　　　　　　　　　　資୳Ḩ

・᭥୳が増ႇȨɟてきたǿ

・ԗჵの発ᤎȺඳ̪လがͲ˩した

・人口߈度が高い地域ɂ，ᣁഈɗࡾഈが発ᤎしている᥆ࢍ部

にᪿ中

・人口߈度がͲい地域ɂ，ᆂ，ߍѯ地，高地など人口の分

ɂ，地ढɗψなどの自ུస件だけȺなく，社会ɗጽຑࢎ

の状態にも影響をՙける

・人口ʞラミッド

ߵơټඳ，つぼߵơ۹ႇټơ۹ႇ۹ඳ，つりがɀټ山ۢߋ・

ႇߵඳ
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ቼ１ඒ

世界の人口

分ࢎについ

ての̜実認

識

ᴱ　この人口ʞラミッド（ႇบ国）ɂ，どうしてこの

ɛうなढになるのだɠうかǿ

　　　　　　　　　　　　　　　　　資୳ḩ

ᴲ　このことから人口が۰化する要因ɂͷだɠうかǿ

（学習ᝥᭉ 1）

ᴳ　世界地َと人口ʞラミッドにɂ，どのɛうな関Ρ

があるだɠうかǿ　　　　　　　　　　　　 資୳Ḫ

・外国人әЄ者がሉ動してきたから

・ҋႇ，ඳ̪，ሉ動（人口ഫ成のᴰ要ጨ）

・発ࠕᣩ上国Ⱥɂۢߋ山ټ，а国になりつつある国Ⱥɂつ

りがɀټ，а国Ⱥɂつぼټ

ቼ２ඒ

日本の人口

分ࢎについ

ての̜実認

識

ᴴ　日本の人口のሉɂ，どのɛうに۰化しているかǿ

ᴰ段階Ⱥ人口が増ӏした理ႏɂ，ͷだɠうかǿ

資୳ḫ

ᴵ　日本の人口ʞラミッドの۰化を歴史ࢳ表をて読

みるǿ　　　　　　　　　　　　　　　資୳Ḭ

ᴶ　日本の人口ʞラミッドの۰化と世界の人　口ʞラ

ミッドの۰化から分かることɂͷかǿ　（学習ᝥᭉ2）

　　

10　なȯ，ጽຑが発ࠕするにつɟ，۹ႇ۹ඳ　から۹

ႇߵඳをጽてߵႇߵඳɋሉᚐするの　かǿ

　　　　　　　　資୳ḭ，Ḯ，ḯ，Ḱ

11　人口がນߵするとͷがץᭉなのだɠうかǿ

・ᴰ段階Ⱥ増ӏしているǿ

・１段階ɂᪿɗᎆ文文化

・２段階ɂइ生代から始ɑȶたᣁഈᬆ֤

・ᴰ段階ɂႇഈᬆ֤

・1920 ̚Ⱥࢳ 20 ～ 30 ද代Ⱥ႒性人口ນߵ

・1950 しているߵ̚動員にɛりҋ生ୣがນࢳ

・1980 ቼࢳ 1ඒ，ቼ 2ඒʣビーブーʪ

・2010 ቼࢳ 3ඒʣビーブーʪᠭこらȭນߵ

・2040 ߵ人口ນ，ټɗȮጯȶたつぼࢳ

・ጽຑが発ࠕするにつɟ，۹ႇ۹ඳから۹ႇߵඳをጽてߵႇ

ඳɋሉᚐする（人口ᢆ૰論）ߵ

・ԗჵ੫ᚓ，ಂ養，ᚖ生の向上Ⱥඳ̪လがນߵするからǿ

性のәЄလが上がるのȺ，ҋ生လが˩がるからǿܤ・

・әЄ者がນり，現在のጽຑ活動が፟持Ⱥきなくなるǿ

・生活レʣルがᆍ፪するǿ

12　1878 とࢳ 1985 のࢳ 20 ͱɑȺの日本の᥆ࢍ人口の

ሉを，ᄌ地َに記оし，͇いたことɂͷかǿ 

　　　　　　　　　 資୳ḱ

13　資୳Ḳ，ḳ，Ḵ，ḵからどのɛうなことが分かるかǿ

（学習ᝥᭉ 3）

　　　　　　　

14　ᤈႾ地域の人口ʞラミッドから͇くことɂͷ

かǿ　　　　　　　　　　　　　　　　　　資୳Ḷ

をᜓขするにɂどうしたらɛいߵ子化，人口ນߵ　15

だɠうかǿ（学習ᝥᭉ 4）

・太ูࢲϫの᥆ࢍの人口が日本ϫɛりも増ӏしているǿ

・人口が太ูࢲϫに۹くሉ動したのȺɂないかǿ

・太ูࢲϫの˧۾᥆ٚࢍ，特にూ̱がᤈ߈になȶているǿ（ూ

̱一ᪿ中）

・ᐍࢳ人口のҾ合が高く，人口߈度がͲいᤈႾ地Ⱥɂ，　「

໕可能性᥆ࢍ」になȶているǿ

・「໕可能性᥆ࢍ」ɂ，特にԈᤍ，ూԈ地方，山　᪒地方，

国地方に۹いǿه

・高ᳮ者が۹く，ߵࢳ者がߵないǿ

・人口ນߵしているǿ

ቼᴰඒ

૱ᭉのੰץ

1¶　なȯ，ూ̱一ᪿ中がᠭきるのかǿ

17　ూ̱۾᥆ٚࢍ等のᤈ߈地域ɂ，ᔌ者のሉ動が۹い

のȺ人口増ӏがᣅɔるのだɠうかǿ

資୳ḷ

18　ూ̱のҋ生လɂどɟだけかǿ　　　　　　 資୳Ḹ

ഒஃᜫが۹いのȺ，地方からᔌい世代がሉݚ，学ɗ͙ഈ۾・

動するからǿ

子化Ⱥあるǿߵ者のҾ合が高くなく，意外にもߵࢳ・

・ూ̱のҋ生လɂ 1®13（日本ఊͲ）Ⱥあるǿ

ቼᴱඒ

ρ人のϫか

らの͑ᝢᜫ

ް

19　ూ̱۾᥆ٚࢍɂ，п国から۹くのᔌ者がሉ動して

きているのに，なȯߵ子化がɓのだɠうかǿ（単

元を៩く学習ᝥᭉ）

20  もし，あなたがూ̱の中॑部に߿ᐳしていて，ፀ

したらどのɛうなことにٌるだɠうかǿ（学習ᝥݢ

ᭉ 5）

・͑ᝢ１：家族Ⱥͳɓ適छなࢿȨのͳޤ地がਖ਼にоらないの

Ⱥɂないかǿ

・͑ᝢ２：Єきながら子育てしにくいၥہȺɂないかǿ

・͑ᝢᴰ：ፀݢがᤂくなȶてしɑȶたことȺないかǿ

（͑ᝢ１・２について）

21  なȯ家族Ⱥͳɓ適छなࢿȨのͳޤ地が持てないの

だɠうかǿ　　　　　　　　　　　　　　　  資୳ḹ

٫通ӱ間ɂどɟくらいかǿ　　　　　  資୳Ḻࢲ　22

23　この通ӱ間の長Ȩɂ，子育てにどのɛうな影響

が考えらɟるかǿ

24　ూ̱のशൡ児ୣɂどɟだけかǿ資୳ 21

・ͳޤ˪足から地Ιが高ᮻ，家が高くいアʛートになるǿ

・地Ι高ᮻから᤻外にͳɓことȺ長間通ӱになり共Єきが

しにくいǿ

・႒性 1®32 間，ܤ性 1®04 間

・ӱ務している場合，保育ٛにᬶけてもᣊえにᚐくのがٌᫍ

Ⱥあるǿ

・共ЄきがしにくいのȺ，ՖоもԡນするのȺ養育៵が足り

なくなるǿ

・7，814 人Ⱥп国 1ͱȺあるǿ
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Ⅵ　実験授業の成果
本単元Ⱥɂ，「人口動態理論を獲得し持続可能な社会

づくりに向けての資質・能力を育成する」ことを目指

しているǿቼ ¶ ඒに૬ᇉした発ץ 31「ూ̱۾᥆ٚࢍɂ，

п国から۹くのᔌ者がሉ動してきているのに，なȯߵ子

化がɓのだɠうかǿ」（学習ᝥᭉ 7）とץい，յ生徒に

日本の人口ນߵの理論をَにɑとɔてᝢ明ȨȮて，കॡ

ቼᴲඒ

社会のϫか

らの͑ᝢւ

֞

　なȯ˵ᜆに子どもをᬶけないのかǿ

（͑ᝢᴰについて）

2¶　ూ̱の٫ࢲፀࢳݢᳮ，ҋႇࢳᳮ，生ఝݢလɂど

ɟだけかǿ　　　　　　　　　　　　　　  　資୳ 22

27　なȯፀݢがᤂくなるのだɠうかǿ　　　　  資୳ 23

28　地Ι高ᮻɗ長間通ӱ，शൡ児等ɂ，ͷがՁ因

Ⱥ生ȫているのかǿ

29　ూ̱۾᥆ٚࢍのᤈ߈ɂ，地方とూ̱にどのɛうな

影響を˫えているのだɠうかǿ　　

30　もし，あなたがూ̱の中॑部に߿ᐳしていて，ፀ

したらどのɛうなことにٌるだɠうかǿ（学習ᝥݢ

ᭉ ¶）

・地方ҋᡵの人ɂ，近くに˵ᜆがࠊないからǿ

・いȭɟもቼ 1 ͱȺあるǿ

・̜̈́ɗݚഒஃᜫが充実しているからǿ

・ᤈ߈

・地方ɂᔌい世代がํҋしてᤈႾ化がみ，ߵ子高ᳮ化が

み，人口がນߵするǿ

・ూ̱ɂ，ᔌい世代がํоしてᤈ߈化しているが，育児ၥہ

がমくҋ生လがɔてͲ˩しておりߵ子化がみ人口がນ

しているǿߵ

・地方のߵ子高ᳮ化と人口ນߵだけȺなく，ూ̱۾᥆ٚࢍに

もߵ子高ᳮ化と人口ນߵをもたらし，日本のߵ子高ᳮ化を

ॲᣱにᚐȨȮるՁ因になȶているǿ

ቼᴳඒ

͑ ᝢ の 修

正・ѓᜫް

31　ూ̱۾᥆ٚࢍɂ，п国から۹くのᔌ者がሉ動して

きているのに，なȯߵ子化がɓのだɠうかǿここ

ɑȺȺ分かȶた日本の人口ນߵの理ႏをَにᇉして

みɛうǿ

　（学習ᝥᭉ 7）

子化を᭥いඨɔるたɔにɂ，どうすɟɃɛいのߵ　32

だɠうかǿ（学習ᝥᭉ 8）

（ʹークシートにَを書きᣅɓǿ）（َ 10 Վྃ）

をつくるǿہ性がЄきながら子育てȺきるၥܤ・

，場，͙ഈをᒵしたりᜊбを充実ȨȮたりすることȺࡾ・

Õターン人口を増ɗȮɃɛいǿ

・地方の۾学を充実ȨȮて，ᔌ者を᥆ٚࢍにሉ動ȨȮないɛ

うにするǿ

・地方にᔌ者をとどɑるɛう，中܄のൡ能を分ୠȨȮɟɃɛ

いǿ

【資料】
ḧ「世界の人口分ࢎ」：Ȋ中学生の地理ȋ国書，201¶ 検ްຑみ，151ࢳ ᬮ

Ḩ「クラスターȧとの人口ʞラミッド」：日本社会科教育学会Ȋ社会科教育研究Nï®125ȋ，2015 75，ࢳ ᬮ

ḩ「クラスターȧとの人口ʞラミッド」：պ上，75 ᬮ

Ḫ「世界の႒ࢳ・ܤᳮ別人口Ҿ合のクラスター分析ፀ果」：պ上，74 ᬮ

ḫ「日本人口のᠳӯ」：ᭀ宏Ȋ人口から読ɓ日本の歴史ȋផᝬ社学ᚓ文2000，࣌ 19，ࢳ ᬮ

Ḭ「日本の人口ʞラミッドのሉ」：日本社会科教育学会Ȋ社会科教育研究Nï®125ȋ，2015 ¶7，ࢳ ᬮ

ḭ「日本のඳ̪ୣʞラミッド」：ธ野ሖ果Ȋ人口学ɋのગशȋ中у新書，2007 122，ࢳ ᬮ

Ḯ「世界յ国の֤ߧ٫ࢲと合特යҋ生လのᄾ関」：պ上，121 ᬮ

ḯ「世界յ国の得水ໄとҋ生လとのᄾ関」：ᠣ川学Ȋこɟがኌえだᴞߵ子化ץᭉȋȴくɑ新書，2017 103，ࢳ ᬮ

Ḱ「１人あたりÇNI3 ˥ドルをᠯえる 30 ˀ国のҋ生လとܤ性」：պ上，34 ᬮ

ḱ「日本の᥆ࢍ人口のሉ」：շ川ูȊ人口と日本ጽຑȋ中у新書，201¶ 70，ࢳ ᬮ

Ḳ「˧۾᥆ٚࢍの面ሥと人口がп国にしɔるҾ合」：国書，201¶ 検ްຑみ，153ࢳ ᬮ

ḳ「日本の人口߈度とおもな᥆ࢍ」：պ上，153 ᬮ

Ḵ「᥆ᤍࣈᅇ別のᐍࢳ人口のҾ合」：պ上，153 ᬮ

ḵ「໕可能性᥆ࢍ」：増田ߑ也Ȋ地方໕　ూ̱一ᪿ中がગく人口ॲນȋ中у新書，2014 表ጤ，ࢳ

Ḷ「クラスターȧとの人口ʞラミッド（᥆ᤍࣈᅇ単ͱ）」：պૡ書Ḩ，81 ᬮ

ḷ「クラスターȧとの人口ʞラミッド（᥆ᤍࣈᅇ単ͱ）」：պ上，81 ᬮ

Ḹ「᥆ᤍࣈᅇ別ҋ生လランキング」：Հ生әЄᅁȊ人口動態調査ȋ，2015 ࢳ

ḹ「ూ̱۾᥆ٚࢍの地Ι分ࢎ」：Ȋグラフィックʹイド地理 201¶2017ȋとうɎう，201¶ 77，ࢳ ᬮ

Ḻ「٫ࢲ通学・通ӱ間」：պ上，7¶ ᬮ

 21       「п国शൡ児ʨップ」：պ上，79 ᬮ

պૡ書Ḹ，2015：「ᅇ別ランキングࣈလ᥆ᤍݢᳮ，生ఝࢳᳮ，子ども一人目ҋႇࢳݢ٫ፀࢲ」       22  ࢳ

ᅇಐ͇研究，2017ࣈ᥆ᤍ：「�ᜫᒾᚐ場፱ୣ��w�xࢠ」       23  ࢳ

を獲得しているかどうかᆬ認したǿɑた，ቼ 2 ඒに૬ᇉ

した学習ᝥᭉ をᜓขするにɂどうߵ子化，人口ນߵ」4

したらɛいだɠうかǿ」とץい，ቼ ¶ ඒに૬ᇉした学習

ᝥᭉ 子化を᭥いඨɔるたɔにɂ，どうすɟɃɛいߵ」8

のだɠうかǿ」とץうことȺ，持続可能な社会づくりに

向けて社会ץᭉのᜓขኍについて，人口動態理論に基づ

いて合理的にҜしている内߁の۰߁から，持続可能な

社会づくりに向けての資質・能力が育成Ȩɟたかどうか
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人口動態理論を獲得し持続可能な社会づくりに向けての資質・能力を育成する単元開発

ᆬ認したǿ

َ 10 ɂ，ҋ生徒ᴾ・ᵁにɛる「日本の人口ນߵの

ᝢ明َ」Ⱥあるǿ「地方」「ూ̱」「人口ນߵ」「人口ນߵ」

と書いた͇ኚ 4を自ႏにሉ動ȨȮ，ᅸԱとᝢ明文Ⱥつ

なȥȨȮたǿこの学習活動にɛり生徒ɂ，「人口۰動の

3 要ጨ」「人口のブラックʥール化現象」の人口動態理

論を獲得したことが分かるǿ

表 2 ɂ，п生徒 150 名の発ץ 15 の「ߵ子化・人口ນ

のᜓขኍを，表「ߵ 3ɂ，п生徒 150 名の発ץ 32 の「ߵ

子化・人口ນߵ」のᜓขኍを分析しɑとɔたものȺあるǿ

ᜓขኍɂ，22 の方ศがમȥらɟているǿえɃ，ҋ

生徒ᴿȺᇉしɛうǿَ 11 をȧᜄいただきたいǿቼ 2

ඒの発ץ をᜓขするにɂどうしߵ子化，人口ນߵ」15

たらɛいだɠうかǿ」（学習ᝥᭉ 4）に対して，子どもを

つくる，ႇऻ͡・育児͡の充実，˪ܬ治ჵの発ᤎの

3つȺあるǿȰして，ቼ ¶ඒの発ץ 子化を᭥いඨߵ」32

ɔるたɔにɂ，どうすɟɃɛいのだɠうかǿ」（学習ᝥᭉ

8）に対してɂ，शൡ児をນらす，ܤ性のәЄస件の

向上，地方のᓦȨ ÐÒ，I・Õ ターン，地方۾学の充実，

会社の本社ൡ能を地方にሉᢆの ¶つȺあるǿ

п生徒のᜓข方ศの۰߁を分析すると，ҋ生徒ᵁを

ɂȫɔとして，150 名п員の生徒においてᜓข方ศが増

ӏしており，発ץ 15 の合 1¶2 から，発ץ 32 の合

322ɋとጙ2ςに増えたǿ（表2・3の合ඊՎྃǿただし，

յ生徒のᇉɂ 4名のみ）ᜓข方ศのୣɂ，յ生徒ȺႱ

なり，生徒ȰɟȱɟのᕹȺᜓข方ศを表現していたǿ

Ȩて，表 2・3 の合をみて，発ץ 15 Ⱥ۾きなୣをᇉ

しているᜓข方ศと，発ץ 32 Ⱥ۾きなୣをᇉしている

ᜓข方ศを比べてみたいǿ表2の発15ץのᜓข方ศȺɂ，

子作りのܟӘ，ҋႇୣに応ȫてਖ਼छ増ᭊ・特ъ，शൡ児

のນߵに関するᜓข方ศをኌえているǿこɟらの 3つ

のᜓข方ศが，発ץ 15 のᜓข方ศȺ۾きなୣϏをᇉし

ている上ͱ 3つȺあるǿこɟらɂ，新ᐨɗʕʯース等Ⱥ

ᐨきした生活ጽ験からくる日ࢠ的ࢠ識的Ҝの内߁Ⱥ

あるとລȺきるǿ上記 3つの方ศ͏外もֆɔててみ

ると，表 2 の太ౕȺᇉしたとおり，子どもを増ɗすとい

う視点がऐいことが分かるǿ表 3 の発ץ 32 のᜓข方ศ

Ⱥɂ，子作りのܟӘ，ҋႇୣに応ȫてਖ਼छ増ᭊ・特ъが

༜ນしたが，शൡ児のນߵɂ༜増しているǿɑた，表

3 の˩段Ⱥᇉしたᜓข方ศが新たにӏɢり，かつ人ୣが

۹くなȶたことがɢかるǿ

ここȺ，表 3のᜓข方ศの内߁に着目してみると，͏

˩の 4点の特色がいえるǿ

1 点目ɂ，शൡ児のນߵが༜増したことȺあるǿこ

ɟɂ，子どもをႇɓということɛりもɑȭᮐ᥆ٚのशൡ

児の۹Ȩから，̜̈́と子育ての˵がᫍしいၥہȺあ

ることを学ɦだからȺあるǿ̜̈́と子育ての˵が可能

となるၥہがɢない᪅り「ూ̱一ᪿ中にɛる人口の

抽出生徒Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　抽出生徒Ｄ
図 10　抽出生徒Ａ・Ｄによる「日本の人口減少の説明図」

図 11　抽出生徒Ｂの発問 15と発問 31 における構成要素
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表 2　発問 15 で生徒が判断した少子化・人口減少対策
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表 3　発問 31 で生徒が合理的判断した少子化・人口減少対策

ブラックʥール化現象」ɂ続き，ҋ生လの上ɂఖɔな

いことが分かȶたといえるǿ

2 点目ɂ，表 3 ˩段の太ౕȺᇉした地方を視するᛓ

ୣのᜓข方ศがӏɢり，かつ人ୣが۹いことȺあるǿこ

ɟɂ，͑ ᝢւ֞学習Ⱥ獲得した「人口۰動の 3要ጨ」と「ూ

̱一ᪿ中にɛる人口のブラックʥール化現象」を生か

していると考えらɟるǿ「人口۰動の 3要ጨ」Ⱥある「ሉ

動」にา目し，「ూ̱一ᪿ中にɛる人口のブラックʥー

ル化現象」が改ױȨɟない᪅り，ᔌい世代をూ̱۾᥆ࢍ

ٚに「ሉ動」ȨȮない，つɑりറȁな方ศȺ地方のၥہ

を充実ȨȮてᔌい世代を地方Ⱥ生活していくɛうにする

ことがҋ生လを上ȨȮ，Ȩらに地方のᤈႾ化を᩻ȣこ

とにつながることに͇いたといえるǿ

3 点目ɂ，社会シスʐʪのϫの視点からのᜓข方ศが

増ӏしたことȺあるǿ上記 2点目もȰうȺあるが，ͅに

も表 3 ˩段の「近͇き合いᄾ̠੦Ӓ」「会社内保育ஃ

ᜫのᜫᏚ」「主要ᡅ፷のຉ᫆ᜓ」「ሎᦂにɛる子育て支

援の充実」のᜓข方ศȺあるǿえɃ，「近͇き合い

ᄾ̠੦Ӓ」ɂ，ᗖになȶた地域のつながりを改ױしந

ながらの地域ɽミʯʕʐィをे活ȨȮることが日ࢠの子

育てのӒけ合いにつながり，ҋ生လを上ȥることにつな

がるということを意֞しているǿɑた，「会社内保育ஃ

ᜫのᜫᏚ」ɂ，у的な保育ٛ等のஃᜫだけȺなく，͙ഈ

内Ⱥの保育ஃᜫᜫᏚを増ӏȨȮることȺɛり̜̈́と育児

の˵を効လ的・ާް的にし，ҋ生လ上につながるこ

とを意֞しているǿ

4 点目ɂ，上記 3 つの特色ɂ，日本の人的ၥہを持続

可能な社会にしていくたɔに，「持続可能な社会づくり」

のഫ成കॡを満たす要なᜓข方ศȺあるということȺ

あるǿ本ሟȺɂ，特に人口ץᭉにおいて「持続可能な社

会づくり」のഫ成കॡを「世代間のуࢲ」「地域間のу

としているǿ上記「߁ߑ社会的」「ࢲ 3 つの特色ɂ，ᔌ

い世代が地方にͳみ続ける，ɑたɂ地方にሉͳするɛう

な地方の治・ጽຑ・文化の充実ȨȮていくことȺあり，

こɟɂ，「地域間のуࢲ」を満たす内߁ȺあるǿȰして，

この地方の充実がᤈႾ化を᩻ȣことにつながるのȺ，「世

代間のуࢲ」を満たすことにつながȶていくǿɑた，子

作りɗፀݢをઃしつける方ศがນߵしたり，「近͇き

合いᄾ̠੦Ӓ」「会社内保育ஃᜫのᜫᏚ」「ሎᦂにɛる子

育て支援の充実」のᜓข方ศの増ӏɂ，社会п体Ⱥ支え

ていこうとする考えȺあり，「社会的߁ߑ」を満たす内

Ⱥあるǿこɟらのことから，「持続可能な社会づくり」߁

のഫ成കॡを満たす合理的ҜがȺきていると考えるǿ

このɛうに考えることがȺきたのɂ，日本の人口の特色

を明らかにしただけȺなく，自分との関ɢりɗつながり

のある地方のץᭉとしてસえたからȺあると考えるǿ

したがȶて，こɟらのᜓข方ศを考えたことɂ，持続

可能な社会をつくるたɔの資質・能力の育成につながȶ
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人口動態理論を獲得し持続可能な社会づくりに向けての資質・能力を育成する単元開発

ており，۰۾要な意Ᏺがあȶたといえるǿ

Ⅶ　本研究の成果と課題
本研究の成果ɂ，͏˩の 3点મȥることがȺきるǿ

ቼ一の成果ɂ，開発単元を通して，人口動態理論を獲

得するとともに，Ȱの理論を生かして持続可能な社会づ

くりに向けて合理的にᜓข方ศをҜしたことɂ，地方

にͳɓ自分たȴのץᭉとしてસえ，持続可能な社会づく

りに向けての考えにᒴȶたことをᇉしたことȺあるǿ生

徒の考えたпてのᜓข方ศを内߁Ⱥ分᭒し۰߁を分析し

たፀ果をщ体的にᇉしたことに意Ᏺがあるǿ

ቼ̝の成果ɂ，「人口の学習」に，持続可能な社会づ

くりに向けての視点をりоɟることȺ，日本のץᭉを

自分の地方のץᭉとしてどうしていけɃɛいかと自分̜

としてસえる学習活動につながȶていȶたことȺあるǿ

したがȶて，持続可能な社会に向けての視点を，ၥہɗ

資ໃ・ɲʗルギーの単元だけȺなく，റȁな単元Ⱥり

оɟることɂ効Ⱥあると考えるǿこɟらɂ，中܄教育

ឰ会ኌ႑ȺᇉȨɟた「学びに向かう力・人間性等」にߜ

応えるものȺあると考えるǿ

ቼ˧の成果ɂ，こɟからᠯߵ子高ᳮ社会になり人口ນ

社会をᣊえていくにあたり，中学校社会科地理的分野ߵ

「世界と比べた日本の地域的特色～人口の特色～」の新

しい学習内߁を明ᇉしたことȺあるǿ現在の日本の人口

の特色を፤ᏣするだけȺɂなく，こɟɑȺの歴史的ጽᎁ

をɈɑえて因果関Ρを理ᜓし，獲得すべきകॡ的知識ɂ

ͷかをᇉしたことɂ，中܄教育ߜឰ会ኌ႑ȺᇉȨɟた「ͷ

を学ぶか」に応えるものȺあるǿ

ᝥᭉとしてɂ，͏˩の 2点મȥることがȺきるǿቼ一

のᝥᭉɂ，本ሟȺりጸɦだߵ子化対ኍについて，外国

のኍと比較する活動をりоɟ，ɛり۹ᜏ的に考察す

るɛうにしなけɟɃいけないことȺあるǿえɃ，ߵ子

化対ኍȺ成ӎしているフランスのኍをり上ȥ，り

оɟらɟȰうなኍ，Վ考になりȰうなኍを考える学

習活動をу的分野Ⱥᜫްする॒要があるǿቼ̝のᝥᭉ

ɂ，持続可能な社会づくりに向けての資質・能力ɂ，一

回の単元ɗ社会科だけȺᡵに͇くものȺɂなく，あらə

る単元ɗͅ教科Ⱥ持続可能な社会に向けての視点ȺᎱり

ᣌし学習をɔていかなけɟɃいけないことȺあるǿし

たがȶて，あらəる単元Ⱥ持続可能な社会に向けての視

点Ⱥ学習Ⱥきるɛう教య研究をしていかなɟɃならない

とպに，ͅ教科とのɵリキʯラʪʨʗジʫントをᚐȶ

ていく॒要があるǿ
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